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はじめに
利尻富士町役場遺跡は，利尻島の北東部鴛泊港に
臨む舌状台地上に位置する．平成６年に教育委員会
による発掘調査が行われ，鈴谷～オホーツク文化期
にかけての廃棄場や集石遺構などが発見されてい
る．また，昨年９月に行った分布調査では，周辺か
ら住居址が確認されるなど，台地上一帯に該期の集
落が立地していたことが判明している．
平成６年の調査では，石鏃やナイフなどの石器が
多く出土した．これら石器のなかでも，黒耀石を素
材としたものがみられるが，黒耀石は利尻島には産
しない．つまり，出土した黒耀石が島外から持ち込
まれた石材であることは間違いなく，鈴谷文化期も
しくはオホーツク文化期における北海道本島との関
係を考える際に１つの有効な分析になると考えた．
火山の噴出物として生成される黒耀石は，結晶構
造をもたず，斑晶の含有量が少ないことから元素組
成が安定している．このような黒耀石の岩石学的特
質に着目して，今日まで様々な理化学的分析方法を

利尻富士町役場遺跡出土の黒耀石遺物の産地推定

山谷文人

〒097-0101　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字富士野　利尻富士町教育委員会

The Origin of Obsidians Found The Remains at The Rishirifujicho-yakuba Site

Fumito YAMAYA

Rishirifuji town board of education, Oshidomari, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0101 Japan 

Abstract. In order to presume the origin of obsidians found the Remains at the Rishirifujicho-yakuba site, 

fluorescent X-ray analysis was carried out with the following results. The obsidian tools, many of 154num-

bers selected from the third layer (Susuya age). These analyses show that 133numbers derived from Shi-

rataki obsidian (78%), Oketo obsidian (17%) and Akaigawa obsidian (2%). The series of Akaishiyama and 

Tokachiishizawa at Shirataki obsidian show same ratio. There is a possibility that both series were not arti-

ficially select at the Yubetsu river. Akaigawa obsidian is possibly related to the distribution of Susuya type 

pottery.

用いた産地推定が行われてきた．特に蛍光Ｘ線装置
を用いた分析は，装置の操作や測定の前処理が容易
である点や，資料を非破壊で測定できるなど，考古
資料を扱うのに適している．また，比較的短い時間
で測定できるという点で，分析対象が出土遺物全般
におよぶ石器研究においては非常に有効な測定手段
といえる．

測定方法
蛍光Ｘ線法を用いて黒耀石の正確な元素分析値を
得るには，内部が均質で表面形態が一様な試料を作
成し，検量線法などによって定量的に分析を行うの
が一般的である．そのためには試料を粉砕してプレ
スしたブリケットを作成するか，もしくは溶融して
ガラスビートを作成する必要がある．しかし，遺跡
から出土した石器は，通常，非破壊での測定が要求
されるため，上記の方法をとるのは困難である．そ
のため，石器に直接Ｘ線を照射する半定量分析が行
われている．このような直接照射によって発生する
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蛍光Ｘ線の強度そのものは，試料の状態や装置の経
年変化によって変動する可能性が高いが，特定元素
の強度同士の比を採った場合はその影響は小さいと
考えられている．今回は測定強度比をパラメータと
して産地推定を行うこととした．

試料の前処理 
比較用の産地採取原石については必要に応じて新
鮮な破断面または研磨面を作成し，超音波洗浄器に
よるクリーニングを行った．遺跡出土石器について
は，多くの場合新鮮で平滑な剥離面があるため，測
定前に超音波洗浄器によるクリーニングのみを行っ
た．表面に風化皮膜が発達し超音波洗浄器で除去で
きないものに関しては測定対象から除外した．

装置・測定条件
蛍光Ｘ線の測定にはエネルギー分散型蛍光Ｘ線分
析装置（JSX-3201；日本電子データム製）を用いた．
Ｘ線管球はターゲットが Rh（ロジウム）のエンド
ウインドウ型を使用した．管電圧は 30 ＫＶ，電流
は抵抗が一定となるよう自動設定とした．Ｘ線検出
器は Si（ケイ素）／ Li（リチウム）半導体検出器
を使用した．試料室内の状態は真空雰囲気下とし，
Ｘ線照射面径は 32mmとした．測定時間は，産地
採取原石が 600sec，遺跡出土試料が 300sec であ
る．測定元素は，主成分元素はケイ素 (Si)， チタン
(Ti)，アルミニウム (Al)，鉄 (Fe)，マンガン (Mn)， 
マグネシウム (Mg)，カルシウム (Ca)，ナトリウム
(Na)，カリウム (K) の計９元素，微量元素はルビジ
ウム (Rb)，ストロンチウム (Sr)，イットリウム (Y)，
ジルコニウム (Zr) の計４元素の合計 13 元素とし
た．また，Ｘ線データ解析ソフトには，明治大学文
化財研究室製；X-JSN-1.03 を使用した．

石器の産地推定
黒耀石はケイ酸，アルミナ等を主成分とするガラ
ス質火山岩であるが，その構成成分は産出地による
差異が認められる．とりわけ微量元素の Rb，Sr，
Y，Zr では産出地ごとの組成差がより顕著となる．
望月ほか（1994，1996）は，この産地間の組成差

から黒耀石の産地推定が可能であると考え，上記
の４元素にK，Fe，Mnの３元素を加えた計７元素
の強度比を組み合わせることで産地分析を行ってい
る．これら７元素による産地推定の有効性は，ガラ
スビートを用いた定量分析によっても裏付けられて
いる（嶋野ほか，2004）．ここでも，上記した望月
の判別方法に準拠する形をとることとし，産地同定
のパラメータにRb分率（Rb強度× 100 ／ Rb強度
＋ Sr 強度＋ Y強度＋ Zr 強度），Sr 分率（Sr 強度×
100 ／ Rb 強度＋ Sr 強度＋ Y 強度＋ Zr），Mn 強
度× 100／ Fe強度，log(Fe 強度／K強度 )を用い，
判別図の作成を行った．

黒耀石原産地の判別
実際の産地推定作業には判別図を用いた．判別図
は，視覚的に分類基準が捉えられる点，および判定
基準が分かりやすいというメリットがある．また，
測定結果の提示に際し，読者に理解しやすいという
点もまた有効であろう．まず，各産地採取試料（基
準試料）の測定データを基に２種類の散布図グラフ
（Rb分率 vsMn × 100/Fe と Sr 分率 vslog(Fe/K)）
を作成し，各産地を同定するための判別域を決定し
た．次に遺跡出土資料の測定結果を重ね合わせて判
別を行った．

黒耀石原産地の名称と地理的な位置づけ
日本における石器時代の石器石材（黒耀石・サ
ヌカイト）については，藁科・東村（1988）に
よって蛍光Ｘ線分析が行われ，黒耀石については約
54 ヶ所 ( その後，藁科（2000）などでは 74 ヶ所 )
の原産地が識別されている．今回の黒耀石の産地推
定にあたっては，黒耀石産出地データベース（杉原・
小林，2004）の中から，既存の分析データや文献・
資料を参考にして，石器石材に利用されたと想定さ
れる黒耀石の原産地の候補を選択した．黒耀石に球
顆や斑晶鉱物が著しく多く含まれていること，パー
ライトや松脂岩に近い岩質であること，風化が著し
く脆いこと，細粒でしかも産出量が少ないことなど
石器石材として加工することが難しい場合は原産地
から除外してある．このようにして選択した原産地



49利尻富士町役場遺跡出土の黒耀石遺物の産地推定

図
1．
利
尻
富
士
町
役
場
遺
跡
の
判
別
図
(R
b
分
率
)．

�����

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�

���������

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
� �
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�

��
�
�
�
�



50 山谷文人

�
�
��

�
��

�
��

�
��

�
��

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
��
�

��������

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

図
2．
利
尻
富
士
町
役
場
遺
跡
の
判
別
図
(S
r分
率
)．



51利尻富士町役場遺跡出土の黒耀石遺物の産地推定

の黒耀石原石について蛍光Ｘ線分析装置による元素
分析のデータを整理し，判別図を作成した．ただし，
ここでは黒耀石の原産地を北海道・東北地方に限定
して考察しており，関東，中部，北陸，隠岐・九州
地方については検討していない．黒耀石原産地の判
別にあたっては，各産出地を火山体，島嶼，河川流
域，岩石区等の地形・地質的条件によって大きく枠
組みを行い，これを「地区」と名づけ，「地区」内
における黒耀石の産地（露頭・散布地など）におい
て，火道や貫入岩の位置，噴出物の産状や分布状態，
黒耀石の岩石学的特徴（含有する斑晶鉱物，球顆の
有無，色調，透明度など）などで整理して蛍光Ｘ線
分析を行った．ここで原産地名として使用した「系」
は，「地区」内において，蛍光Ｘ線分析によって判
別された地理的に隣接する産地群で，物理的・化学
的産地を指す（図１・２，表１）．原産地推定にあたっ
て，「系」で判別できない遺物については複数の「系」
や「地区」名を併記した．また，黒耀石原石は河川
や海流によって遠方に運ばれることもあり，ここで
の判別域は，必ずしも考古学的原産地つまり当時の
採取地を示すのではないことは言うまでもない．

北海道・東北地方の黒耀石原産地
１．北海道地方
「名寄地区」名寄盆地周辺の知恵文丘陵や忠烈
布丘陵では丘陵地を構成する第三紀中新世の陸成
堆積物（川西層；名寄市，1994）中から洗い出さ
れた黒耀石が河床礫として産出する（吉谷ほか，
1999；向井ほか，2000）．原産地判別図では名寄
系１と名寄系２（朝日川産）に分かれる．
「白滝地区」白滝地区は日本における最大級の
黒耀石産出地である（国府谷ほか，1964；木村，
1995；北海道埋蔵文化財センター，1998；向井ほ
か，2000；杉原，2003）．ここでは赤石山系（八
号沢の露頭，幌加沢，球顆の沢，あじさいの滝）と
十勝石沢系（十勝石沢の露頭，白土の沢）がある．
原産地判別図では赤石山山頂の赤石山系と「梨肌
状」黒耀石の十勝石沢系に分かれる．
「置戸地区」置戸周辺には置戸山と所山の２ヶ所
に黒耀石の産出地がある（沢村・秦，1965；向井

ほか，2002；旭川市博物館，2003）．置戸地区産
の黒耀石は，山塊周辺の山麓斜面などに広く分布
し，常呂川によって下流部に運ばれて河床礫として
認められる．原産地判別図では置戸山系と所山系と
に分かれる．
「ケショマップ地区」丸瀬布町と留辺蘂町にまた
がる華勝真布山の山腹や周囲の沢には黒耀石が転石
として認められる（向井，2005）．これらの黒耀石
はさらに丸瀬布方面や留辺蘂方面に運ばれ河床礫と
して認められる．原産地判別図では，すべてケショ
マップ系に属する．
「旭川・滝川地区」旭川や滝川の盆地周辺では，
高砂台（雨粉台），近文台および秩父別では低い丘
陵や段丘を構成する砂礫層（鮮新世の旭川層下部）
中から黒曜石の円礫～亜円礫を産出する（向井・和
田，2001）．噴出源から石狩川水系によって運ばれ
てきたと考えられるが，その噴供給源は不明であ
る．原産地判別図では，すべて旭川・滝川系に属す
る．
「十勝地区」十勝平野一帯では丘陵地や台地を構
成する堆積物中に広範囲にわたり黒耀石が産出する
（松澤ほか，1981；旭川市博物館，2003；向井・
和田，2004）．ここから産出する黒耀石は，十一の
沢 ( 旧十三の沢 ) やタウシュベツ川の水系によって
運ばれて上士幌から十勝平野北部の広い地域に分布
している．原産地判別図では，すべて上士幌系に属
する．
「赤井川地区」赤井川では土木川の河床とその上
流に続く林道沿いにおいて黒耀石の転石が崖錐堆積
物中または，そこから洗い出されて河床礫として認
められる（旭川市博物館，2003）．その供給源は余
市川南方の丘陵地にあるものと推定されるが，黒耀
石の露頭は確認されていない．原産地判別図では，
すべて赤井川系に属する．
「豊浦地区」豊浦の豊泉川の河床からは，転石と
して黒耀石の亜角礫が産出する（旭川市博物館，
2003）．洞爺起源の火砕流中から洗い出されたもの
と考えられる．原産地判別図では，すべて豊浦系に
属する．
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産地名 試料数
赤石山系 53
十勝石沢系 53
所山系 21
置戸系 1
ケショマップ系 2
上士幌系 1
赤井川系 2
不可 21

合計 154

表 2．産地推定の集計結果
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表１．北海道地方における黒耀石原産地の区分
地区（aria） 系 (series) 産地（district）
名寄地区 名寄系１，２ 智恵文側，忠烈布川，朝日川，下川橋
白滝地区 赤石山系 赤石山、八号沢、幌加沢、球顆の沢、あじさいの滝
　同上 十勝石沢系 十勝石沢川、白土の沢
置戸地区 置戸山系 置戸山
　同上 所山系 所山
ケショマップ地区 ケショマップ系 ケショマップ川、七ノ沢、武利川
旭川・滝川地区 旭川・滝川系 高砂台 ( 雨粉台 )、近文台、秩父別
十勝地区 上士幌系 十一の沢、タウシュベツ川、芽登川、旭ヶ丘、

居辺川、音更川
赤井川地区 赤井川系 土木川
豊浦地区 豊浦系 豊泉
注）名寄系１・２のように「系」内における原産地の細分は、同一「系」内で岩石学的に有意に元素比が異なる原石が混在して産出
する場合である。

２．東北地方
東北地方には「西青森地区」，「岩木山地区」，「深
浦地区」，「男鹿地区」，「月山地区」，「北上地区」，「湯
の倉地区」，「土蔵地区」などがあるが，判別図によ
る産地推定の結果，いずれも黒耀石原産地の対象と
ならないので，原産地の説明を省略する．

産地推定結果と考察
今回測定を行ったのは，利尻富士町役場遺跡出土
の黒耀石製石器および剥片類である．平成６年調査

地点から出土した 154 点全点を測定対象とし，産
地判別が可能な試料は 133 点であった（表３）． 
利尻富士町役場遺跡からは，続縄文時代の鈴谷
式土器とオホーツク文化期の土器が検出されてい
るが，主体は鈴谷式土器である．今回測定をおこ
なった黒耀石あるいは石器の多くもまた，鈴谷期
と考えられる第３層中に含まれていた ( 内山ほか，
1995)．なお，今回の分析では，層位により産地に
明確な違いは認められていない．
産地推定の集計（表２）からは，約８割を白滝地
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区産が占め，次いで置戸地区の所山系の黒
耀石が多く，全体の９割以上が北海道北
東部の黒耀石という結果であった．また，
利尻島から天塩川を経由して到達すると最
も近いと考えられる名寄地区産の黒耀石は
１点も認められなかった．この背景には，
黒耀石の産出量が，白滝地区や置戸地区の
原産地と比較して少ないことが影響してい
ることも考えられる．一方で，さらに南の
日本海側に位置する赤井川地区産について
は，２点認められた．
興味深い点は，本遺跡の資料には赤石山
系と十勝石沢系とがほぼ同じ比率で含まれ
ていることである．ただし，湧別川沿いの
白滝遺跡群など旧石器～縄文時代の遺跡で
は石器に加工するのに適した赤石山系が利
用され，赤石山系に比べて石質が劣る十勝
石沢系はまったくと言ってよいほど使用さ
れていないという１．ところで，この白滝
地区の黒耀石は，転石が近傍の湧別川に
よって運ばれて，現在でも河口付近で採取
することが可能である．
同様に，置戸地区の黒耀石も，転石が常
呂川によって運ばれ，河口付近での採取が
可能である．常呂川河口遺跡においては，
続縄文期の分析がされ，時期により流域の
置戸産と白滝産の割合が変化しているもの
の両者は区別なく石器に加工されている
（和田ほか，2003）．
こうした河口付近での黒耀石採取は，近
在内陸部の名寄地区の黒耀石が利用され
ていないという状況をあわせて推測する
と，オホーツク海沿岸域を介した入手経路
を示唆するものと考えられる．その多くは
湧別川河口付近で獲得され，その際に，赤
石山系と十勝石沢系が人為的に選別されな
かった可能性が高い．
一方，赤井川地区の黒耀石については，
鈴谷式土器の分布との対比が可能と考えら
れる．鈴谷式土器片は，余市町フゴッペ洞
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窟や札幌・千歳方面の各遺跡などで出土が知られて
おり，後北文化との接触が注目視されている（右代，
2003）．こうした背景に，本遺跡の黒耀石について
も当てはまるかどうかは速断できないが，現時点で
は広く交流の一端を示す様相として理解しておきた
い．
今後，島内の亦稚遺跡や種屯内遺跡，礼文島など
近隣の同時期の遺跡についても同様の分析を行うこ
とで，試料数を増やし，産地を比較検討し道北域に
おける黒耀石の入手経路を明らかにしていくことが
課題である．
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